






た釈辨正の詩二首― 「与朝主人」 ・ 「在唐憶本郷」 ―が、 『懐風藻』 に載っている。それらの詩の解釈について、筆者は今から二十年前に出版されたある論文集所載の拙論の中で論じたことがあり、さらに、今から十三年前に開催されたある研究発表会でも私見を述べたことがある
１。本稿では「在唐憶本郷」詩の解釈のみに絞って、三たび取












ける以後の論述の必要上、できるだけ前稿で用いた言葉を使って、前半の訳文を作ってみるとすれば、 「ここ唐の皇帝のお膝元である長安から、 日本の方を眺めやる。 雲の中から雲 切れ端を眺めやる。 」となる。訓読としては「日辺より日本を瞻、雲裏より雲端を望む」が適当だろうと思う
２。理解を深めていただくため、前稿の末尾の
締めくくりの部分を ここに転記しておこう。

































































くら一生懸命、日の本である日本の方を瞻ても（どうしても見えない） 。日の本である日 からみれば、まるで雲 まん中にあるようなこの長安の地から 雲 端、即ち雲の切れ 所 必ずあるはずの日、の本つまり 本を見ようと望みみ が、 （中略） （やはり見えない） 。
高
橋氏は⑤や⑦の解釈について「釈文の日本語自体が、その具体
的意味を理解しがたい。雲の中に雲の端を見るとは 体どういうことなのか」と批評 ておられ、筆者も全く同感であ が、しかし、高橋氏自身の解釈も筆者には「そ 具体的意味 理解し たい」 。
⑨
菅野礼行、国金海二『漢文名作選』 ５日本漢文（大修館書店、















































味であろうか。 『懐風藻』 全作品を読破したら、こ ような訳文が理解 きるようになるのだろうか。高橋氏ではない 、 「その具体的意 を理解しがたい」日本語のオンパレード る。筆者が最も重要とした「日辺」の典故に、⑥・⑦・⑨は言及しているのだ 、それを解釈に生かせていない。そ 他、中国語学・中国文学研究者として多くの業績を残した魚返善雄（一九一〇～一九六六） 、著書『漢文の世界』 （東京大学出版会、一九六三年）で「在唐憶本郷」詩を取り上げ、 「日辺」について「太陽の出るあたり」という語釈のほかに、
また、唐のみやこ長安の別名も「日辺」というから、 「はるかに長安から日本を望む」という意味にもなる。




















中では、 「省略し用いないのを常とする」 して、十個の例を挙げているが、そのうち、我が国でも比較的馴染み深い ろう三転記してみよう。








































諧謔的 情緒が、読者を 微笑せしめる逆効果を して ゐない
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的基本要求，具備了対句的基本形態，而且其中也不乏較為工巧、霊動者，如知名度并不太高的釈辨正的《在唐憶本郷》 ： （ここで詩句が引用されているが、省略する）不僅両両相形，以整見勁，而且頗具語言的回環宛転之 ，在当時不失為独運霊光之作。和訳： （ 『懐風藻』に収められている漢詩作品は）その多くが対句を用いている 、これは当時の漢詩作者がすでに意識的に新体詩（すなわち永明体）の格律を模倣し、言語の整えられた美しさ（駢偶美ともいう）を追求していたことを物 っている。実力不足、経験不足のため、時として無理やり対句を作った痕跡が見られ、また、しばしば生硬、不自然、杓子定規、拙劣に感じられる場合がありはするものの しかし、すでに 偶の基本的な約束事には 致し、対句 基本的な形態 備えており








もしれない。では、第三句についても 「遠遊」と「遠国」と 間にもっと緊密な連関を想定することができないだろうか。つまり、遠くへ出かけることに胸を膨らま てやってきたのに、苦労する結果に陥ってしまった、換言すれば、こ の「遠遊」という語 、くへ出かける不安などではなく、そ とは正反対の意味合いで使われているのではない という想定である。
直
ちに想起される「遠遊」の用例としては、例えば『論語』里仁
篇の「父母在、不 遊。遊必有方」 どもあるが 筆者は『楚辞』遠遊篇で表現されているような意味合 での「遠遊」を想定すれば、
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期待と結果の明暗が一層際立ち、表現として効果的なものになるのではないかと思う。すなわち、 『楚辞』遠遊篇は、苦しみ多い俗界を逃れたい 願った主人公が、仙人の王子喬の教えにより、自由自在に天界を遊行し、登仙するというストーリーの作品である。釈辨正が渡唐前の日本での生活を苦しいものと感じていたかどうかは別として、唐での生活に神仙世界への飛翔にもたとえられるほどのあこがれを抱いて渡ったにもかかわらず、散々な苦労をする羽目になった いう解釈 ある。　
全四句のうち、第一、 二、 四句のそれぞれ内部に言葉と言葉との緊





釈をテーマとして取り上げ、この作品がこれま 主として我が国でどのように解釈されてきたか、これまでの解釈にどのよ な問題点があるかについて私見を述べ、最後にこの作品の解釈上のさら る可能性についても言及した。　「在唐憶本郷」詩の解釈はもちろんのこと、何らかの形でこの作品に言及した論著で、管見に入ったものはことごとく収集して検討したが、ここまでの論述では取り上げなかったものもある で、それらの論著名を次に列挙しておく。
◎釈清潭『懐風藻新釈』 （丙午出版社、一九二七年） 。◎武田
祐吉編、校註日本文学類聚『上代文学集』 （博文館、一九二九年） 。◎中山泰昌編『校註日本文学大系』二十四「懐風藻」 （誠文堂新光社、一九三八年） 。◎山岸徳平「日本の漢文学」 （ 『日本漢文学講座』第一巻、河出書房、一九五五年。後に山岸徳平著作集Ⅰ『日本漢文学研究』
（有精堂、一九七二年）
収録） 。◎緒





























拙訳：私は異国の都で（ いて）はるか 故郷の日本の方 見、折り重なる雲を透かし は かに海の東の方を眺める。
７








息して長安に苦しんでゐる。誠に、 長安といふ名に相応しくない」 。⑥「心配苦労 、長恨（絶えざる残念さ）で、 に苦しんでゐる。安ではない、恨である」 。
（しばた・きよつぐ
　
本学名誉教授）
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